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今
月
号
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は
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煮
干
し
の
入
札
会
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



（1）
　
「
長
崎
よ
か
も
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い

る
事
業
者
を
応
援
し
、
県
産
品
の
消
費
を
回
復
・
拡

大
す
る
た
め
に
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
た
代
金
の
一
部
や

送
料
を
長
崎
県
が
支
援
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
三
年
ぶ
り
に
行
動
制
限
の
な
い
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
県
内
の
様
々
な
場
所
で
観
光

客
を
多
く
目
に
し
ま
し
た
が
、
全
国
各
地
や
本
県
で

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
高
止
ま
り
の
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
は
人
々
の

生
活
を
変
化
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
長
崎
県
産
水

産
物
の
価
格
や
消
費
の
低
迷
を
招
き
厳
し
い
状
況
に

追
い
込
ん
で
い
ま
す
。

事
業
推
進
部
　
営
業
課

　

長
崎
漁
連
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
「
長
崎
よ
か
も
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
第
四
弾
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
第
四
弾
で
は
通
常
価
格
か
ら
一
割
引
き
、
割
引
後
の
購
入
金
額
が
二
千
円
以
上

で
送
料
無
料
と
な
る
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。　

こ
の
よ
う
な
中
、
長
崎
県
よ
り
「
が
ん
ば
ら
ん
ば

長
崎
・
う
ま
か
け
ん
！
長
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実

施
さ
れ
、
そ
の
一
環
で
あ
る
「
長
崎
よ
か
も
ん
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
第
四
弾
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
会
の

『
長
崎
漁
連
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
』
で
は
商
品
の

通
常
価
格
か
ら
一
割
引
き
、
割
引
後
の
代
金
が
二
千

円
以
上
で
全
国
送
料
無
料
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
『
長
崎
漁
連
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
』
で
は
原
料

す
べ
て
長
崎
産
の
魚
を
使
っ
た
「
長
崎
こ
だ
わ
り
干

物
セ
ッ
ト
」
や
長
崎
俵
物
に
認
定
さ
れ
て
い
る
商
品

（
蒲
鉾
）
だ
け
を
集
め
た
「
長
崎
俵
物
蒲
鉾
詰
合
せ
」、

本
県
が
漁
獲
量
全
国
一
位
を
誇
る
真
ア
ジ
を
使
っ
た

『
長
崎
県
産
真
ア
ジ
開
き
』
な
ど
様
々
な
本
県
の
水

産
物
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

長崎こだわり干物セット

長崎俵物蒲鉾詰合せ



（2）
　
「
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
阪
」
は
、
大
日
本
水
産

会
が
主
催
で
行
っ
て
お
り
、
水
産
を
テ
ー
マ
と
し
た

西
日
本
最
大
級
の
水
産
見
本
市
で
あ
り
、
水
産
物
の

輸
出
拡
大
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
、
今
年
で
十
九
回
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
阪
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
規
模
を
縮
小
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
二
日
間
を
通
し
て
約
七
千
人
の
来

場
者
が
訪
れ
、
終
日
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

本
会
ブ
ー
ス
で
は
鮮
魚
セ
ッ
ト
・
加
工
品
（
長
崎

天
然
ぶ
り
ハ
ン
バ
ー
グ
・
ぶ
り
切
身
・
け
ん
さ
き
い

か
等
）
乾
物
品
（
煮
干
・
カ
ッ
ト
わ
か
め
・
い
り
こ

ふ
り
か
け
等
）
約
三
十
品
目
を
展
示
し
高
鮮
度
・
高

品
質
の
本
県
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

髙平会長からのビデオメッセージ祝辞

事
業
推
進
部
　
営
業
課

　

さ
る
四
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
大
阪
市
に
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｃ
ホ
ー
ル
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト

レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
第
十
九
回
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
阪
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
然
魚
に
つ
い
て
は
、
近
年
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
エ
ラ
・
内
臓
除
去
後
、
真
空
包
装
し
た
形
態
で
の

展
示
を
行
い
、
加
工
品
に
つ
い
て
は
、
今
期
、
長
崎

県
総
合
水
産
試
験
場
と
共
同
開
発
に
よ
り
商
品
化
さ

れ
た
【
長
崎
天
然
ぶ
り
ハ
ン
バ
ー
グ
】
の
試
食
提
供

を
行
い
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

本会ブースの様子

　

今
回
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
参
加
し
て
、
コ
ロ
ナ

で
落
ち
込
ん
で
い
た
外
食
向
け
等
の
販
売
が
徐
々
に

で
は
あ
る
が
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
回
復
し
て
き
て
い

る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
居
酒
屋
・
ホ
テ
ル
向

け
先
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
行
動
制
限
が
緩

和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
人
の
流
れ
が
戻
っ
て
来
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

　

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
消
費
者
が
求
め
て
い
る

も
の
も
変
化
し
、
自
宅
で
調
理
す
る
機
会
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
、
フ
ィ
ー
レ
や
切
身
と
い
っ
た
素
材
系

の
商
品
の
需
要
も
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
に
向
け
て
、
今
回
得
た
情
報
を
会
全
体
で
共

有
し
な
が
ら
既
存
販
売
先
と
の
取
引
拡
大
と
合
わ
せ

て
、
新
規
取
引
先
へ
新
し
い
商
品
展
開
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

漁
連
だ
よ
り
四
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
三
頁
の
「
新
人
紹
介
」
の
記
事
の
中
で
、誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。（
左
記
の
と
お
り
） 本会ブースにて商談している様子

吉吉
よしよし

川川
かわかわ

　　広広
こうこう

太太
たた

【所属先】長崎漁港製氷工場【所属先】長崎漁港製氷工場
【出身地】長崎市【出身地】長崎市
【趣　味】【趣　味】
　ツーリング　ツーリング

　安全確認を徹底し、事故の無　安全確認を徹底し、事故の無
いよう仕事を覚えていきたいでいよう仕事を覚えていきたいで
す！す！

黒黒
くろくろ

﨑﨑
さきさき

　　海海
かいかい

斗斗
とと

【所属先】田平事業所【所属先】田平事業所
【出身地】松浦市【出身地】松浦市
【趣　味】【趣　味】
　釣り　釣り

　分からない事ばかり　分からない事ばかり
ですが一生懸命頑張りますのですが一生懸命頑張りますの
でよろしくお願いします！でよろしくお願いします！



（4）

長
崎
県
有
明
海
ガ
ザ
ミ
資
源
回
復
計
画
作
成
協
議
会

　

日
本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
に

よ
り
広
域
資
源
管
理
の
た
め
に
講
じ
る
措
置
と
し
て

は
、
左
記
の
通
り
取
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
漁
獲
努
力
量
削
減

　

㊀�

抱
卵
ガ
ザ
ミ
の
再
放
流
又
は
一
時
蓄
養
に
よ
り

産
卵
機
会
を
確
保
す
る
。

　

㊁�

全
甲
幅
長
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
再
放

流
。

　

㊂
軟
甲
ガ
ザ
ミ
の
再
放
流
。

　

㊃�

六
月
一
日
か
ら
六
月
十
五
日
ま
で
の
た
も
網
そ

の
他
す
く
い
網
に
よ
る
禁
漁
。

　

※
漁
業
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
方
も
対
象
。

（
二
）
資
源
培
養
措
置

　

関
係
県
に
よ
る
積
極
的
な
種
苗
放
流
を
実
施
す
る
。

（
三
）
漁
場
保
全

　

ガ
ザ
ミ
成
育
場
の
環
境
改
善
、
生
産
力
回
復
の
た

め
、
海
底
耕
耘
、
覆
砂
等
の
実
施

　

ま
た
、
各
県
自
主
規
制
を
設
け
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

※�

長
崎
県
で
は
、
全
甲
幅
長
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
下
の
小
型
ガ
ザ
ミ
を
再
放
流
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ガ
ザ
ミ
を
採
捕
さ
れ
る
皆
様
へ
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ま
た
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
に
生
息
し
て
い
た
ナ
マ
コ
の

大
き
さ
は
、
周
辺
海
底
よ
り
も
小
さ
く
、
貝
殻
基
質

間
や
そ
の
内
部
の
空
間
が
小
型
の
ナ
マ
コ
の
保
護
育

成
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
成
長
し
た
個
体
が
新
た
な

生
息
場
を
求
め
て
周
辺
海
底
に
分
布
を
広
げ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

シェルナースと周辺海底で確認されたナマコの体長比較

【
貝
藻
く
ん
を
活
用
し
た
ナ
マ
コ
種
苗
の
放
流
】

　

対
馬
市
の
漁
業
集
落
で
は
、
体
長
一
～
三
㎝
の
ナ

マ
コ
種
苗
を
船
上
で
貝
藻
く
ん
の
中
央
部
に
設
け
た

空
間
に
収
容
し
た
後
、
海
底
に
設
置
し
て
放
流
し
ま

し
た
。

　

こ
の
放
流
方
法
に
よ
り
、
船
上
か
ら
海
へ
の
放
流

で
は
潮
流
で
流
さ
れ
や
す
い
ナ
マ
コ
種
苗
を
増
や
し

た
い
漁
場
の
海
底
ま
で
効
率
的
に
運
べ
、
ま
た
擦
れ

に
弱
い
稚
ナ
マ
コ
が
貝
殻
の
隙
間
を
生
息
場
と
し
て

す
ぐ
に
利
用
で
き
る
の
で
生
残
率
の
向
上
が
期
待
で

き
ま
す
。

に
見
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
海
藻
類
を
取
り
除
い
て
貝

殻
基
質
の
内
部
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
体
長
五
㎝
未

満
の
小
さ
な
ナ
マ
コ
が
貝
殻
の
隙
間
に
隠
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ナ
マ
コ
は
二
〇
二
一
年
の
春
に
生
ま
れ

て
十
日
間
ほ
ど
浮
遊
し
、
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
に
自
然
着

生
し
て
成
長
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ナ
マ
コ
は

シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
一
基
当
た
り
百
個
体
以
上
確
認
さ
れ
、

周
辺
海
底
の
十
～
四
十
倍
の
高
密
度
で
生
息
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

貝殻基質に潜入していたナマコ

購
販
部
　
購
買
課

【
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
は
稚
ナ
マ
コ
で
い
っ
ぱ
い
♪
】

　

二
〇
二
二
年
三
月
、
大
村
湾
に
浮
か
ぶ
長
崎
空
港

周
辺
の
水
深
七
ｍ
の
海
底
に
設
置
さ
れ
た
シ
ェ
ル

ナ
ー
ス
二
・
二
型
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。　
　シェルナース 2.2 型

（礁高 2.2 ｍ、幅 3.4 × 3.4 ｍ）

　

沈
設
か
ら
二
年
一
カ
月
が
経
過
し
て
い
る
シ
ェ
ル

ナ
ー
ス
の
表
面
は
糸
状
の
海
藻
類
に
覆
わ
れ
て
は
い

ま
し
た
が
、
体
長
十
㎝
未
満
の
ナ
マ
コ
が
あ
ち
こ
ち

　

本
会
で
は
、
Ｊ
Ｆ
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
貝
殻
魚
礁
「
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
」
と
、
小
型
貝
殻

ブ
ロ
ッ
ク
「
貝
藻
く
ん
」
を
海
洋
建
設
㈱
〈
開
発
・
製
造
〉
と
と
も
に
販
売
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
防
衛
省
民
生
安
定
助
成
事
業
で
大
村
市
に
沈
設
さ
れ
た
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
二
・
二
型
と
、

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業
で
利
用
さ
れ
て
い
る
貝
藻
く
ん
で
の
ナ
マ
コ
増
殖
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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「
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
」、「
貝
藻
く
ん
」
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
会
購
買
課
ま
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
！

　

ま
た
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
に
生
息
し
て
い
た
ナ
マ
コ
の

大
き
さ
は
、
周
辺
海
底
よ
り
も
小
さ
く
、
貝
殻
基
質

間
や
そ
の
内
部
の
空
間
が
小
型
の
ナ
マ
コ
の
保
護
育

成
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
成
長
し
た
個
体
が
新
た
な

生
息
場
を
求
め
て
周
辺
海
底
に
分
布
を
広
げ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

シェルナースと周辺海底で確認されたナマコの体長比較

【
貝
藻
く
ん
を
活
用
し
た
ナ
マ
コ
種
苗
の
放
流
】

　

対
馬
市
の
漁
業
集
落
で
は
、
体
長
一
～
三
㎝
の
ナ

マ
コ
種
苗
を
船
上
で
貝
藻
く
ん
の
中
央
部
に
設
け
た

空
間
に
収
容
し
た
後
、
海
底
に
設
置
し
て
放
流
し
ま

し
た
。

　

こ
の
放
流
方
法
に
よ
り
、
船
上
か
ら
海
へ
の
放
流

で
は
潮
流
で
流
さ
れ
や
す
い
ナ
マ
コ
種
苗
を
増
や
し

た
い
漁
場
の
海
底
ま
で
効
率
的
に
運
べ
、
ま
た
擦
れ

に
弱
い
稚
ナ
マ
コ
が
貝
殻
の
隙
間
を
生
息
場
と
し
て

す
ぐ
に
利
用
で
き
る
の
で
生
残
率
の
向
上
が
期
待
で

き
ま
す
。

稚ナマコを中央部に収容稚ナマコ（貝藻くん上面）



（7）
　

令
和
三
年
度
で
五
回
目
を
迎
え
る
浜
の
活
力
再
生

プ
ラ
ン
優
良
事
例
表
彰
が
令
和
四
年
三
月
に
発
表
さ

れ
、
本
県
の
壱
岐
東
部
漁
協
（
壱
岐
東
部
地
区
地
域

水
産
業
再
生
委
員
会
）
が
水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

こ
の
優
良
事
例
表
彰
は
、
優
れ
た
浜
プ
ラ
ン
を
表

彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
組
の
周
知
・
普
及

を
図
り
、
全
国
の
浜
プ
ラ
ン
の
取
組
を
よ
り
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
農
林
水
産
大
臣
賞
は
下
関
お
き
そ
こ
（
山

口
県
）、
水
産
庁
長
官
賞
は
母
島
（
東
京
都
）
と
壱

岐
東
部
地
区
（
長
崎
県
）、
全
漁
連
会
長
賞
は
境
港

市
（
鳥
取
県
）
と
上
島
地
区
（
愛
媛
県
）、
農
林
中

金
理
事
長
賞
が
南
知
多
地
区
（
愛
知
県
）、
共
水
連

会
長
賞
が
沖
島
地
区
（
滋
賀
県
）、
漁
済
連
会
長
賞

を
北
浦
地
区
（
宮
崎
県
）
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
壱
岐
東

部
漁
協（
壱
岐
東
部
地
区
地
域
水
産
業
再
生
委
員
会
）

の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

離
島
の
水
産
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に

『
さ
わ
ら
「
極
」』
を
ブ
ラ
ン
ド
化

�

徹
底
し
た
品
質
管
理
で
販
売
単
価
向
上

島
の
漁
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境

　

壱
岐
東
部
地
区
は
、
九
州
北
部
に
面
す
る
玄
界
灘

に
囲
ま
れ
た
、
長
崎
県
の
壱
岐
島
の
東
部
に
位
置
し

て
い
る
。
周
辺
海
域
は
天
然
礁
の
多
い
好
漁
場
と

な
っ
て
お
り
、
サ
ワ
ラ
、
ブ
リ
、
イ
カ
、
マ
グ
ロ
な

ど
の
一
本
釣
り
漁
業
を
主
体
に
刺
網
漁
業
、海
女（
採

介
藻
）
漁
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
地
区
の

漁
港
付
近
に
は
穏
や
か
な
内
湾
が
あ
り
、
カ
キ
、
藻

類
な
ど
の
養
殖
と
ナ
マ
コ
漁
が
営
ま
れ
て
い
る
。

　

離
島
の
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
燃
油
・
資
材

価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
の
増
大
や
魚
価
の
低
迷

な
ど
か
ら
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
浜
の
活
力
の
低

下
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

鮮
度
管
理
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

　

主
要
な
漁
業
で
あ
る
一
本
釣
り
で
は
、
冬
季
に
漁

獲
さ
れ
る
サ
ワ
ラ
が
、
同
地
区
内
の
漁
業
生
産
量
の

約
４
割
を
占
め
る
重
要
な
魚
種
と
な
っ
て
い
る
。
サ

ワ
ラ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
鮮
度
管
理
に
よ
る
品
質
向
上

の
取
組
は
、
こ
の
地
域
の
水
産
業
を
発
展
さ
せ
て
い

く
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
二
〇
一
三
年
に
四
十
歳
代
の
中
堅
漁
業

者
ら
が
中
心
と
な
り
、「
さ
わ
ら
『
極
（
き
わ
み
）』

部
会
」（
会
員
十
七
名
）
を
設
立
す
る
。
そ
し
て
、「
釣

り
上
げ
て
か
ら
出
荷
ま
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作

成
し
、
漁
業
者
一
人
ひ
と
り
が
実
践
す
る
と
と
も
に
、

良
質
な
サ
ワ
ラ
の
み
を
「
壱
岐
さ
わ
ら
『
極
』」
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
。
鮮
度
落
ち
が
早
く
、
身
割
れ
な

ど
の
品
質
劣
化
が
発
生
し
や
す
い
サ
ワ
ラ
を
高
付
加

価
値
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

壱岐さわら「極」
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ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
サ
ワ
ラ
は
、
出
荷
ご
と
に
魚
市

場
や
仲
買
業
者
か
ら
評
価
や
指
導
を
し
て
も
ら
い
、

得
ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
し
て
ブ
ラ
ン
ド
魚
の
厳
選

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更
新
を
行
う
。
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
を

育
成
し
、
品
質
を
向

上
さ
せ
た
結
果
、
サ

ワ
ラ
全
体
の
販
売
単

価
が
向
上
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
部
会

の
メ
ン
バ
ー
が
県
外

の
魚
市
場
な
ど
の
流

通
先
に
出
向
き
、
ブ

ラ
ン
ド
化
へ
の
取
組

に
つ
い
て
説
明
す
る

と
と
も
に
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
、
販
路
の
開

拓
に
つ
な
げ
た
。

カ
キ
養
殖
で
地
域
の
雇
用
を
確
保

　

漁
船
漁
業
者
の
配
偶
者
な
ど
が
海
女
と
し
て
採
介

藻
漁
業
を
行
う
漁
期
は
、
五
～
九
月
に
限
ら
れ
て
お

り
、
収
入
源
を
ど
う
や
っ
て
確
保
す
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
漁
協
が

カ
キ
養
殖
を
開
始
し
、
事
業
の
拡
大
と
地
域
の
雇
用

確
保
に
取
り
組
む
。
カ
キ
養
殖
は
冬
場
が
繁
忙
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
休
漁
期
間
中
の
海
女
を
雇
用
す
る

こ
と
で
地
域
の
雇
用
創
出
と
所
得
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
カ
キ
の
流
通
が
あ
ま
り
普
及
し

て
い
な
か
っ
た
台
湾
や
中
国
内
陸
部
な
ど
に
お
い
て

販
路
を
開
拓
。
壱
岐
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

や
ゆ
う
パ
ッ
ク
（
ふ
る
さ
と
小
包
パ
ッ
ク
）
に
も
登

録
さ
れ
、
安
定
的
に
出
荷
販
売
で
き
る
体
制
の
整
備

を
図
っ
た
。

関
係
者
と
連
携
し
努
力
を
重
ね
て
成
果
を
あ
げ
る

　

島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
維
持
・
発
展
の

た
め
に
取
り
組
ん
だ
漁
獲
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
雇
用

の
確
保
は
、
漁
業
者
が
関
係
者
と
連
携
し
、
努
力
を

重
ね
て
成
果
を
あ
げ
た
優
れ
た
事
例
で
あ
る
。
活
力

の
あ
る
漁
村
を
実
現
す
る
う
え
で
、
本
事
例
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
関
係
者
が
自
ら
考
え
実
践
す
る
取
組
が
、

他
の
地
区
で
も
広
く
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

海女による採介漁業 養殖カキの出荷作業

さわら「極」部会
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長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
　
漁
業
資
源
部
　
海
洋
資
源
科

は
じ
め
に

　

令
和
二
年
十
二

月
に
施
行
さ
れ
た

改
正
漁
業
法
で
は
、

今
後
、
水
産
資
源

を
持
続
的
に
利
用

し
て
い
く
た
め
の

新
た
な
資
源
管
理

制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
た
な
制
度
で

は
、
資
源
管
理
は
、

最
新
の
科
学
的
知

見
を
踏
ま
え
て
実

施
さ
れ
た
資
源
評

価
に
基
づ
き
管
理

目
標
を
設
定
し
、

目
標
の
達
成
を
目

指
し
て
漁
獲
可
能

量
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
等

に
よ
る
管
理
を
行

い
、
資
源
量
を
維

持
・
回
復
さ
せ
る

こ
と
が
基
本
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

資
源
評
価
の
流
れ
に
つ
い
て

　

資
源
管
理
を
行
う
た
め
に
、
国
の
水
産
資
源
研
究

所
が
都
道
府
県
と
共
同
で
、
漁
獲
量
や
操
業
に
関
す

る
情
報
収
集
等
、
対
象
魚
種
の
資
源
に
関
す
る
調
査

を
行
い
、
そ
の
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
資
源
の
評

価
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
源
評
価
で
は
、
直
近
の

資
源
量
や
漁
獲
の
強
さ
等
の
結
果
に
基
づ
き
、
資
源

管
理
目
標
と
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
漁
獲
シ
ナ
リ

オ
（
将
来
ど
の
よ
う
な
漁
獲
の
強
さ
で
漁
獲
す
る
の

か
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
ル
ー
ル
）
が
提
案
さ
れ
ま

す
（
図
１
）。

図１．資源評価の流れ
（水産研究・教育機構資料より）

新
た
な
資
源
管
理
目
標
に
つ
い
て　

資
源
管
理
目
標

は
、
持
続
的
に
最

大
の
漁
獲
量
（
最

大
持
続
生
産
量
：

Ｍ
Ｓ
Ｙ
）
を
得
ら

れ
る
状
態
を
目
標

と
し
て
、
こ
の
時

の
親
魚
の
資
源
量

を
「
目
標
管
理
基

準
値
」
と
し
、
そ

の
時
の
漁
獲
の
強

さ
（
漁
獲
圧
）
を

「
目
標
と
な
る
漁

獲
圧
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
の

Ｍ
Ｓ
Ｙ（
五
・
一
万
ト
ン
）を
達
成
す
る
た
め
に
は
八
・

四
万
ト
ン
ま
で
親
魚
量
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

図３．資源管理目標の例
（水産研究・教育機構資料より）

　

資
源
管
理
目
標
と
漁
獲
シ
ナ
リ
オ
は
、
漁
業
者
や

関
係
者
が
自
由
に
参
加
出
来
る
資
源
管
理
方
針
に
関

す
る
検
討
会
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会
議
）
で
漁
業

者
等
の
意
見
を
十
分
か
つ
丁
寧
に
聴
き
、
現
場
の
実

態
を
十
分
に
反
映
し
、
関
係
す
る
漁
業
者
の
理
解
と

協
力
を
得
た
上
で
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
資
源
評
価
結
果
は
毎
年
、
最
新
デ
ー
タ
に

基
づ
き
更
新
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　

資
源
管
理
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
管
理
を
行
う
こ
と
が

基
本
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
長
崎
県
に
関
係
す
る
カ

タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
ブ
リ
、
マ
ダ
イ
等
で
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
候
補
魚
種
を
含
む
最
新
の

資
源
評
価
結
果
は
、
以
下
の
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
わ
が
国
周
辺
の
水
産
資
源
の
現
状
を
知
る
た
め
に

（http://abchan.fra.go.jp/index.htm
l

）　

�

（
担
当　

北
原　
　

茂
）
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状
態
に
つ
い
て
の
新
し
い
表
示
方
法
と
し
て
、
資
源

量
と
漁
獲
圧
の
位
置
付
け
の
推
移
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
神
戸
プ
ロ
ッ
ト
（
チ
ャ
ー
ト
）
が
示
さ
れ
ま
す

（
図
２
）。

　

神
戸
プ
ロ
ッ
ト
で
は
、
右
下
の
青
の
部
分
に
位
置

す
る
と
き
は
、
資
源
量
は
Ｍ
Ｓ
Ｙ
を
達
成
す
る
管
理

目
標
よ
り
も
多
く
、
漁
獲
の
強
さ
は
適
切
な
状
態
で

あ
る
こ
と
を
示
し
、
左
上
の
赤
の
部
分
に
位
置
す
る

と
き
は
、
資
源
量
は
Ｍ
Ｓ
Ｙ
を
達
成
す
る
管
理
目
標

よ
り
も
少
な
く
、
漁
獲
の
強
さ
が
過
剰
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

図２．神戸プロットの例（水産研究・教育機構資料より）

　

さ
ら
に
、漁
業
者
が
Ｍ
Ｓ
Ｙ
を
達
成
す
る
た
め
の
管

理
方
法
を
検
討
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
、資
源
管
理

目
標
と
漁
獲
シ
ナ
リ
オ
の
案
が
示
さ
れ
ま
す（
図
３
）。

　

こ
こ
で
、
目
標
管
理
基
準
値
と
は
Ｍ
Ｓ
Ｙ
を
得
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た
め
の
親
魚
量
の
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
限
界
管
理
基
準
値

と
は
Ｍ
Ｓ
Ｙ
の
六
十
％
相
当
の
漁
獲
量
を
、
禁
漁
水

準
値
と
は
Ｍ
Ｓ
Ｙ
の
十
％
相
当
の
漁
獲
量
が
得
ら
れ

る
親
魚
量
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
図
３
の
場
合
、

二
〇
二
〇
年
の
親
魚
量
は
六
・
二
万
ト
ン
で
す
の
で
、

Ｍ
Ｓ
Ｙ（
五
・
一
万
ト
ン
）を
達
成
す
る
た
め
に
は
八
・

四
万
ト
ン
ま
で
親
魚
量
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

図３．資源管理目標の例
（水産研究・教育機構資料より）

　

資
源
管
理
目
標
と
漁
獲
シ
ナ
リ
オ
は
、
漁
業
者
や

関
係
者
が
自
由
に
参
加
出
来
る
資
源
管
理
方
針
に
関

す
る
検
討
会
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会
議
）
で
漁
業

者
等
の
意
見
を
十
分
か
つ
丁
寧
に
聴
き
、
現
場
の
実

態
を
十
分
に
反
映
し
、
関
係
す
る
漁
業
者
の
理
解
と

協
力
を
得
た
上
で
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
資
源
評
価
結
果
は
毎
年
、
最
新
デ
ー
タ
に

基
づ
き
更
新
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　

資
源
管
理
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
管
理
を
行
う
こ
と
が

基
本
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
長
崎
県
に
関
係
す
る
カ

タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
ブ
リ
、
マ
ダ
イ
等
で
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
候
補
魚
種
を
含
む
最
新
の

資
源
評
価
結
果
は
、
以
下
の
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
わ
が
国
周
辺
の
水
産
資
源
の
現
状
を
知
る
た
め
に

（http://abchan.fra.go.jp/index.htm
l

）　

�

（
担
当　

北
原　
　

茂
）
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本　　　店　〒852-8003　長崎市旭町3番15号　 　　　　　　　☎（095）861-3261
西九州支店　〒852-8003　長崎市旭町3番15号　 　　　　　　　☎（095）861-3261
北九州支店　〒750-0067　山口県下関市大和町1丁目11番3号　　☎（083）267-9111
南九州支店　〒889-3204　宮崎県日南市南郷町中村乙4847番地　☎（0987）64-1108

グラビア印刷・ラベル・農水産用包装資材・発泡スチロール・包装機械

包装資材メーカー
本　部／長崎市田中町593-1　　T E L(095)837 - 1100
営業部／長崎市田中町593-1　　T E L(095)837 - 8205
メールアドレス／eigyoubu@marumoto-pack.co.jp
工　場／福岡

URL https://seibunsha.jp

（有）正文 社 印 刷 所
〒850-0874　長崎市魚の町６番６号

TEL（095）826-0211　FAX（095）825-0538







お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー



漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
ＪＦ長崎漁連　購 買 課 TEL　095-829-2419

ＪＦグループ



発
行
／
長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
　
長
崎
市
五
島
町
二
番
二
十
七
号
　
電
話
（
八
二
九
）
二
四
一
三
　
〒
八
五
〇–

〇
〇
三
六

年
間
購
読
料
二
、〇
〇
〇
円
　
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む


